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（1）Categorizationis not a matter to be taken highly．Thereis noting more  
basic than categorization to our thought，perCeptlOn，aCtion，and speech．  
Every time we see something as a kind ofthing，for example，a tree，We  
are categorizlng・Whenever we reason about kindk of things－Chairs，  
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（2）類別詞の指示領域   
（a）人間に使われるもの＋ 「人」「名」「方」   
（b）動物に使われるもの＋ 「匹」「羽」「頭」「尾」   






b．犬二匹   
小稿では日本語の数詞類別詞が日本語話者のどのような認知操作を反映して  
いるのかを中村（2004，2009）の主張する認知モードの視点から考察することで  
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この認知操作の本質に迫り、また、それが英語等の言語とどのように異なって  
いるのかを明らかにする。  





（4） 注目すべき点は、このような助数詞を持つ言語の場合、名詞の意味が英   
語でいう物質名詞と似ていて、その名詞だけでははっきりとした形がイメ  
ージしにくいということである。なぜなら、そうした名詞が示す意味は、  
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（6）a．Thislibraryhasmanyhistorica11yvaluable塾垣．   
b．この図書館には沢山の歴史的に重要な杢がある。   

















なる複数の存在として把握する場合と、統合された単一的な存在として把   
捉する場合が考えられる。例えば、あるチームを対象として理解する場合、  
そのチームを一つの統合的な存在として把握し、その統一体を前景化して   
理解することも可能であるが、そのチームを構成する個々のメンバーに焦   
点をあて、このメンバーを前景化して理解することも可能である。  
－中略－  
1■deer，＝sheep，＝swinel等の不変化複数はOEの時代からあり、そのはとんどが強変化中性   
名詞で、これらの名詞が複数にしなかった理由として通例狩りの獲物（game）として集合的   
にとらえられているためであると安藤（2002：45）は述べている。  
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（a）＜統合的スキーマ＞  匝）＜離散的スキーマ＞  
一 
一一－■‾‾■－－－－     ノ′→一 0880                               ／  





（i）a．There was alarge audiencein the theater．   
b・The audience were deeplyimpressed．  














「達」「等」「方」がそうである。   
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基本的に＜統合的スキーマ＞による認知であり、そのためその成員を焦点化し  
その数を問題にしようとすると、必然的にある種の認知操作が必要であり、そ  













中村はこの2つの認知の仕方をⅠモード認知（Interactionalmode of cognition）  
とDモード認知（Displaced mode ofcognition）と呼び、日本語が前者を強く反  
映した言語であるのに対して、英語は後者を強く反映した言語であることを多  




2この点で英語の場合にはモノの集合を＜統合的スキーマ＞で認識するか、＜離散的スキー   
マ＞で認識するかには柔軟性があり、そのため、（i）のように＜統合的スキーマ＞で認識さ   
れたモノを複数形の代名詞で呼応することが可能である。  
（i）John retumed from thepo［ice yesterday．He said Ehqy treated himlike a child．  
（山梨2000：78）  
58   
















59   
















9 0  






Figure4   
たとえば、次の（13）は知覚世界での現象であり、北極星を見つけるために北斗  
七星を参照点として利用しているのであり、（14）は概念化者が認識世界で血加  
を参照点として、彼の車を同定する認知の仕方を反映している。   
60   
日本語話者のモノの認識と類別詞（濱田英人・井上妙薬璃）   
（13）北斗七星→北極星   
［北斗七星を目印（参照点（R））として北極星（target）を見つける］  
（14）John●s car  
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（濱田2011：75）   
Figure 5 
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b．Imet Hanakointhe station．  
（19）a．ジョンには2人の子供がいる。  
b．John has two children．  
（20）a．象は鼻が長い。  
b．Elephants havelong noses．  
また更に、次の（21）や（22）の表現からも、日本語が参照点・ターゲット型認  
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対して英語はtr／1m型認知であることが分かる。   
そこで、この視点から先に図1で見た＜統合的スキーマ＞と＜離散的スキー  
マ＞を考えてみると、参照点・ターゲット型認知では「全体の空間」が目立っ  
て認識されることから、＜統合的スキーマ＞認知と席びつき、それに対して   
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に基づいているということができる。このことに関して、Senft（2002）は以下  
のように述べている。  
（23）The survivalofevery organism on earth depends onits ability to classify，  
nlter，and categorizeits perceptuallnPut．Ashuman beings，We heavily  

































4．内容語から類別詞への文法化   
前節では類別詞がモノのカテゴリー化と深く関係していることを述べた。そ  
こで、この節ではモノのカテゴリー化という視点から日本語の類別詞について  
更に考察を深めたい。   
ここでは、まず議論の出発点としてLakoff（1987）以下の主張が重要である。  
（26）Itis commonfor the grammars oflanguages to mark certain conceptual  
CategOries．Inasmuch aslanguageis a paIlof cognltionin general－  
and a m叫Or part at that －  COnCePtualcategories marked by the  
grammars of the languages are important in understanding the nature of 
COgnltlVe CategOriesin general．Class摘erlanguages－1anguages where  
nouns are marked as being members of certain categories－areamOng  
the richest sources of data that we have concernlng the struCture Of  
67   
CULTURE AND LANGUAGE，No．75  

























68   
日本語話者のモノの認識と類別詞（濱田英人・井上紗葉璃）  
（28）a．箪笥一竿  
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（31）To say that a classifier has meaningis to say thatitindicates the  
perceived characteristics of the entities whichit classines；in other words，  
Classi6ers arelingulStic correlates to perceptlOn，and when the perceptlOn  
Of a glVen Object changes，the classiner may change concomitantly‾  
though there are constraints on how this may come about．  
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用団…田  
2年前 1年前：今（現在）  
Conceptual  
layer  
Figurell   
厳密には「厚さが厚くなる」ということと「数が増えていく」ということはそ  
こに関与する概念操作は異なっているが、概念世界で累積的な処理をするとい  
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